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第4章民生費

第1節社会福祉費

1 社会福祉総務費

(1）社会福祉協議会支援事業

社会福祉の増進を図るため、社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会に運営費として、 3,367万9,000円を

補助しました。

(2）生活困窮者支援事業

生活困窮者の自立を支援するため、相談者の身体的、精神的、家庭的問題等を分析し、個々の実情に

応じた支援プランを策定しました。

この支援プランに基づき、家計管理能力及び就労に必要な基礎能力の向上を図り、生活困窮状態から

の脱却に向けた包括的・継続的支援を行いました。

ア委託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

自立相談支援事業
生活困窮の原因を分析し、本人に適

16,355,520 
社会福祉法人富士宮市

随意契約
した自立プランを策定する。 社会福祉協議会

家計相談支援事業
家計管理に特化した自立プランを策 9,542,880 

社会福祉法人富士宮市
随意契約

定し、家計収支全体の改善を図る。 社会福祉協議会

生活習慣の改善、一般知識の習得等 NPO法人青少年就労
就労準備支援事業 により、就労に向けた基礎能力の向 12,400,000 随意契約

上を図る。
支援ネットワーク静岡

子どもの学習
生活困窮世帯の子どもに対する学 NP O法人青少年就労 随意契約
習支援を行い、 子 ども逮の居場所 5,949,720 

支援事業
等を提供し、自立促進を図る。

支援ネットワーク静岡 （プロポーザル）

~ 
就労支援対象者64人のうち、 31人が一般就労を果たしています。

イ扶助

離職等により住居を失うおそれがある人に対して、住居確保給付金を支給することにより、住居及

び就労機会の確保に向けた支援を行いました。

給付件数 21件給付金額 246万9,700円

2 老人福祉費

(1）高齢者保護事業

老人福祉法に基づき、 65歳以上の高齢者で自宅での養護を受けることが困難な人を入所措置し、福

祉の増進に努めました。

平成28年度末 平 成 29 年 度
施 設 の 名 称

人数（人） 入所人数（人） 退所人数（人） 年度末人数（人） 措置費（円）

市立養護老人ホーム
50 7 7 50 125,429,375 

長 生 園

古字養護老人ホーム
6 3 。 9 14,550,928 

遊法苑（沼津市）

正』
ロ 計 56 10 7 59 139,980,303 
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(2）在宅福祉事業

高齢者が住み慣れた地域で生活を継続するための支援として、次のサービスを行いました。

ア 在宅高齢者への福祉サービスの提供

区 分 概 要 費用額（円） 実施方法

はり・きゅう 70歳以上の高齢者、身体障害者手帳1・2級
印刷製本費 61,560 

＼＼  
手数料 72,000 

マッサージ 所持者に対し、はり ・きゅうマッサージ料
負担金補助及び交付金料金助成 金を助成する。

1,714,000 

高齢者生活支援 家族による援助を受けることが困難な高齢
委託料 5,550,000 社会福祉法人ハウス運営事業 者を施設に宿泊させて生活指導を行う。 富士宮福祉会

静岡県美容業生
訪問理美容 在宅要援護者に対する訪問理美容サ｝ピス

委託料 73,440 活衛生同業組合サービス事業 を実施する。 静岡県理容生活
衛生同業組合

寝具洗濯乾燥 寝具の衛生管理のできない人の支援として 静岡県クリーニ
年3回を限度に寝具の洗混乾燥消毒サーピ 委託料 166,806 ング生活衛生同消毒サービス
スを行う。 業組合

一人暮らしの高齢者等の居宅にホームセ エスピトームi胸
ホームセキュリテイ 使用料及び賃借料 側ザ・トーカイ
システム設置事業

キュリティシステムを設置するとともに、
3,017,497 富士通ソーシャルラその使用料を助成する。

イフシステムズ（紛

主E』J 計 10,655,303 ～～～～～』

イ 在宅生活環境整備のための業務

認知症地域見守りネットワーク推進業務

認知症高齢者を地域で見守るため、地域における普及啓発講座を民・産・学・官に幅広く開催し、

認知症サボ｝ターを養成するとともに、介護保険事業者 ・医師会 ・警察などの専門機関と会議 ・研修

会などを通じて連携の強化に努めました。

平成29年度認知症サボーター養成講座受講者 1,832人

（平成29年度末現在認知症サボーター数 16,282人）

養成講座 43回

(3）家族支援事業

高齢者を介護する家族等の支援のため、寝たきり老人等介護手当等を支給し、寝たきり老人等の福祉

の増進を図りました。

対象者 63人（平成29年度末現在）

事業内容 在宅の寝たきり老人又は認知症高齢者の介護者に対し、月額5,000円の介護手当を支給する

ことにより、その労をねぎらう。

支給額 365万円

(4）地域づくり推進事業

老人クラブ活動費補助金

老人クラブは、平成29年度末現在62クラブ、 3,190人が加入しています。

その活動費補助として、 475万円を助成しました。

(5）敬老会実施事業
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敬老の日の行事として、市内各区が開催する敬老会に協力し、 77歳以上の高齢者 1万5,125人に対し、

長年の労をねぎらい、長寿を祝福しました。

区 分 金 額 （円）

敬 老 ふZ耳、 経 費 54,450,000 

最高齢者等の記念品代等 2,095,000 

主ロ』 計 56,545,000 

(6）シルパ一人材センター支援事業

高齢者の生きがいや就労機会の確保を通じ、高齢者の生活の充実を支援するため、公益社団法人富士

宮市シルバー人材センターに882万1,000円を助成しました。

(7）地域介護福祉空間整備事業

ア 老人福祉施設整備費補助金

け）地域密着型介護保険サーピス提供基盤整備を行う事業者に対し、補助金を交付しました。

事 業 種 .8U 交 付 先 交付金額（円）

地域密着型特別養護老人ホーム施設整備
社会福祉法人ふらら

148,030,000 

看護小規模多機能型居宅介護拠点施設整備 37,589,000 

認知症高齢者グループホーム施設整備
有限会社ベネフィットサーピス

37,589,000 

看護小規模多機能型居宅介護拠点施設整備 37,589,000 

小規模多機能型居宅介護拠点施設整備 有限会社サンセイ 37,589,000 

（イ）利用者の安全を確保するため、スプリンクラー設備等を整備する事業者に対し、補助金を交付しま

した。なお、補助金は、 1事業者に対し9万1,000円を交付しました。

イ 介護職員初任者研修費補助金

介護職員初任者研修の受講者に受講料の一部を補助し、介護事業所等における介護従事者の人材確

保及び育成を支援しました。なお、補助金は、 8人に対し27万4,590円を交付しました。

(8）介護保険低所得者利用者負担額軽減措置事業

社会福祉法人利用者負担軽減対策補助金

低所得のため生計が困難な者の介護サービス・介護予防サービス等に係る利用者負担を軽減した社会

福祉法人に対し、補助金を交付しました。

法 人 名 施 設 名 等 補助対象経費（円） 補助金（円）

社会福祉法人富士厚生会 シャローム富士川 412,765 115,000 

社会福祉法人富士宮福祉会 星 の 郷 2,706,777 834,000 

社会福祉法人富士厚生会 富 士
r邑.... 荘 3,955,427 1,679,000 

社会福祉法人岳南厚生会 高 原 荘 2,238,600 713,000 

社会福祉法人天竜厚生会 し ら し、 と 5,540,629 2,270,000 

社会福祉法人湖成会 百 恵、 の 郷 792,683 188,000 

社会福祉法人湖成会 楓 の 丘 1,272,766 221,000 

社会福祉法人湖成会 あ つ た 家 186,349 25,000 

社会福祉法人誠心会 富 士楽寿国 103,762 33,000 
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社会福祉法人恩心会 かり んの家 1,160,067 309,000 

社会福祉法人湖成会 月のあかり 359,312 3,000 

社会福祉法人社会福祉協議会 社会福祉協議会 42,841 15,000 
d口:,. 計 18,771,978 6,405,000 

減 免 対 象 者 172人
一一一一一一ーー

巨富
生計困難者の介護サービス等の利用を促進しました。

3 総合福祉会館費

(1）施設の利用状況（開館日数 293日）

5,589 14,638 I 7,087 I 6,857 I 4,895 I 1,586 
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(2）指定管理者による管理

名 称

総合福祉会館管理運営業務

概 要 金額（円） 指定管理者

管理運営 88,457,142 ｜社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会

~ 
平成18年度から指定管理者制度を導入し、地域福祉活動事業を積極的に行っている社会福祉法人富士宮

市社会福祉協議会が指定管理者として管理・運営に当たっています。長年蓄積された福祉サービスのノウ

ハウが十分発揮され、福祉活動の拠点である総合福祉会館の運営の充実を図ることができました。

(3）総合福祉会館駐車場整備事業

総合福祉会館北側の駐車場用地の確保のため、次のとおり業務を行いました。

ア公有財産購入

内 容 ｜件数（件）｜面積（ぱ）

駐車場用地 2 2,550.19 

金額（円）

18,508,388 

イ 測量設計業務

名称 概 要 金額（円） 委託先 契約方法

総合福祉会館駐車場整備｜測量、実施設計、地館周｜ ｜玉野総合コンサルタント
に伴う測量設計業務 査、照明施設設備設計 I 4,935,600 I株式会社富士事務所｜指名競争入札

4 障害者福祉費

(1）障害者手帳交付状況

身体障害（児）者、知的障害（児）者又は精神障害者に対する各種の援助及び制度を受けやすくする

ために各種障害者手帳の交付を受けている者は、それぞれ次のとおりです。
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ア 身体障害者手帳

区一~竺？ 視覚障害 聴覚・平衡 音声・ 言語 肢 体
内部障 害 合計

機能障害 機能障害 不 自 由

交付人数（人） 278 368 58 2,571 1,434 4,709 

上記のうち平成29年度
11 19 4 98 154 286 

交付人数（人）

イ 療育手帳

等 級 交付人数（人） 左のうち平成29年度交付人数（人）

A 重 度 410 4 

B 中・軽度 801 42 

ムCl 計 1,211 46 

ウ 精神障害者保健福祉手帳

等 級 交付人数（人） 左のうち平成29年度交付人数（人）

l級 35 5 

2級 364 46 

3級 224 49 

ゐロ、 計 623 100 

(2）一般諸経費

ア委託

名称 概 要 ｜金額（円）｜ 委 託先 ｜契約方法

障害者総合支援
法改正対応業務
拙盟問問 13,844,520I鵬イ禦官句裕章｜随意鮒
修業務 I I 

区亙
平成30年4)3の「障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律jの改正に伴い、福祉

総合システムを改修することで、新設のサービス（自立生活援助等）に対応することができました。

イ 移動制約者通院等助成金

名 称 内 n官相 対象人数（人） 補助（助成）金額（円）

重度心身障害者等が通院及び公共機関

移動制約者通院等助成金
への用務のためタクシーを利用した場 186 1,583,340 
合に小型タクシー基本料金を助成（年
24回を限度とする。）

(3）心身障害者扶養共済制度運営事業

名 称 内 tt 対象人数（人） 補助（助成）金額（円）

心身障害者扶養共済制度
扶養共済制度掛金の3分のlを補助 13 715,320 

掛 金 補 助 金

心身障害者扶養共済制度 扶養共済制度加入者死亡に伴う年金 48 13,660,000 
年 金 交 付 金
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(4）施設整備事業

ア 民間事業者が行う社会福祉施設整備に対し補助金を交付し、社会福祉の増進を図りました。

施 設 名 ｜補助金額（円） ｜ 助成年度｜補助総額（円）

社会福祉法人富士旭出学園 富士厚生国

社会福祉法人富士厚生会障がい者福祉センター

21.051,000 ｜平成26～平成30

12,977,000 ｜平成29～平成31

103.025,000 

38,930,000 

イ 利用者の安全を確保するため、スプリンクラー設備等を整備する事業者に対し、補助金を交付しました。

事 業 所 名 ｜ 交付・先 ｜ 交付金額（円）

共同生活援助事業所陽だまりの家 ｜特定非常利活動法人くじら 2,643,000 

(5）重度障害者（児）医療費助成事業

重度障害者に対し、次のとおり医療費を助成しました。

名 称 ｜ 内 容 ｜ 延べ人数（人）

重度障害者医療費助成金 ｜医療保険で受けた医療費の自己負担分｜ 24,240 
lを助成 I 

助成金額（円）

222,909,947 

(6）医療費助成事業

精神障害者の保護義務者に対し、次のとおり医療費の一部を助成しました。

名 称｜内 容｜延べ人数（人） 助成金額（円）

精神障害者医療費助成金13か月以上入院した精神障害者の保護義務
者に対し、自己負担分の2分のlを助成 1,537 26,105,758 

(7）福祉手当支給事業

身体障害者手帳1級及び2級の一部の者並びに知的障害者又は精神障害者で、常に介護を必要とする

状態にあると認められるものに対し、次のとおり手当を支給しました。

名 称 月 額（ 円 延べ人数（人） 金額（円

経 過 的 福 祉 手 当
14,600 

30 437,520 H29.4～ 14,580 

特 日IJ 障 害 者 手 当
26,830 

1,536 41,185,540 H29.4～ 26,810 

障 害 児 福 祉 手 当
14,600 

537 7,831,340 
H29.4～ 14,580 

ふロ、 計 2,103 49,454,400 

5 障害者自立支援費

(1）障害福祉サーピス事業

障害の状態等により介護、知識・技能の習得、更生、常時介護を要する養護等が必要な障害（児）者

に対し、次のとおり給付しま した。

名 称 内 廿~ 延べ人数（人） 金額（円）

居 宅 介 護
居宅において、入浴、排せつ、食事等の介護、家事に係る

1,236 58,032,358 支援、通院等の介助を行う。

2肢以上の麻痔があり常時介助を要する重度の肢体不自由
重度訪問介護 者に対し、居宅にて入浴、排せっ、食事等の介護、外出時 30 2,846,648 

における移動中の介護を行う。
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名 称、 内
：；才，． 延べ人数（人） 金額（円）

同 rr 援 議
視覚障害により、移動に著しい困難を有する人に移動に必
要な情報の提供（代筆 ・代読を含む。） 、移動の援護等の 230 7,523,969 

外出支援を行う。

行 動 援 議
自己判断能力が欠けている障害児者が行動する際に生ずる 80 3,707,780 
危険回避のための援護、外出時支援を行う。

療 養 介 護 医療を必要とする障害者に対し、医療機関で機能訓練、療 261 66,863,740 
（医療を除く。） 養上の管理、看護、介護及び日常生活上の世話を行う。

生 1首 介 護
主に日中、障害者施設にて、入浴、排せっ、食事等の介護
を行うとともに、創作的活動、生産活動の機会を供与す 3,076 607,569,139 

る。

介護する人が病気等の場合に、施設にて短期間の入所が必

短 期 入 所 要となる障害児者に対し、入浴、排せっ、食事等の介護を 415 15,358,746 
T’Tーつ、。

重度障 害 者
4肢全てに麻捧があり、常時介助を要する意思疎通が困難

等包括支援
な障害者に対し、 居宅介護やその他のサービスを包括的に

。 。
行う。

施設入所支援
生活介護、自立訓練又は就労移行支緩の対象者に対し、主 1,843 227,144,856 
に夜間、入浴、排せっ、食事等の介護を行う。

自 立 司II練 地域生活を営む上で身体機能・ 生活能力の維持、向上のた 2 196,341 
（機能訓練） めの支援を要する身体障害者に対し訓練等を供与する。

自立訓練
自立した地域生活を営む上で生活能力の維持、向上のため

（生活訓練）
の支援を要する知的・精神障害者に対し訓練等を供与す 226 24,479,446 

る。

就労移行支援
一般企業等への就労を希望する人に、必要な知識及び能力 582 111,530,121 
の向上のための訓練を行う。

就 労 継 続
一般企業等への就労が困難な障害者に対し、雇用契約を締

支 援 A 型
結した上で、働く場を提供し、生産活動等を通じて知識及 226 64,886,342 

び能力の向上のための訓練を行う。

就 労 継 続
一般企業等への就労が困難な障害者に、働く場を提供し、

支 援 B 型
生産活動等を通じて知識及び能力の向上のための訓練を行 2,486 331,297,844 

つ。

共同生活援助
就労又は就労継続支援等の利用者で主に夜間、共同生活を 847 82,520,294 
行う住居で、相談や日常生活上の援助を行う。

特例介護給付費及び 支給決定を受ける前に、緊急を要する場合など、やむを得 2 65,701 
特例訓練等給付費 ず利用したサービスに対する給付

高額障害福祉
サ ー ピ ス

同一世帯内に障害福祉サービス等を利用する者が複数いる
場合等に、 1か月の世帯における利用者負担額が世帯基準 9. 58,559 

等 給 付 費 額を超過した場合に支給する。

特定障害者 施設入所者のうち低所得者に係る食費、光熱水費の負担を 2,549 27,319,124 
特別給付費 軽減するための給付

特例特定
支給決定を受ける前に、緊急を要する場合など、やむを得

ず利用したサービスに対する特定障害者特別給付費に係る
。 。

障害者給付費
給付

地域相談支援 一般相談支援事業所による地域（移行・定着）相談支援の 12 283,776 
給 付 費 提供に対する給付

計画相談支援 指定特定相談支援事業によるサービス等利用計画案作成に 1,056 15,646,479 
給 付 費 対する給付

療養介護医療費 医療介護に係る医療に要した費用を支給 261 19,879,283 

やむを得ない事
支援を必要とする者が、やむを得ない事由により、支援費

出による措置
の支給を受けることが著しく困難であると認める場合に措 1 458,268 

置を行う。

，ロd』 計 15,660 1,667,668,814 
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(2）自立支援医療事業

身体障害（児）者の身体そのものの機能障害を除去し、又は軽減させることで、能力の障害更に社会

的な不利を軽減させることを主たる目的とする自立支援医療費（更生・育成医療）を給付しました。

ぷ蔽？と今 一 般 心臓機能障害 じん臓機能障害 ムr:t 言十

更 受給者数（人） 14 。 42 56 

生 医療費（円） 2,984,919 。 59,722,040 62,706,959 

育 受給者数（人） 36 3 。 39 

成 医療費（円） 1,917,291 191,681 。 2,108,972 

(3）補装具費支給事業

障害を補うための補装具の購入又は修理が必要な障害（児）者に対して、次のとおり補装具費を支給

しました。

名 称 区 分 件数（件） 金額（円）

補装具費
購 入 163 18,142,790 

修 理 87 5,001,726 

ぷ口』 計 250 23,144,516 

(4）地域生活支援事業

障害（児）者の自立と社会参加を支援することを目的として、次のとおり実施しました。

ア 障害者自立支援に係る講習会開催

・点字講習会（小中学生対象） 1講座（4回） 受講者 12人

・点字講習会（一般） 講座回数6回 受講者 6人

－点訳者養成 講座回数9回 受講者 15人

・手話講習会入門 1クーノレ （講座回数25図） 受講者 28人

－要約筆記者講習会 1クーノレ（講座回数6回） 受講者 57人

・ガイドヘノレパー講習会 5講座 受講者 30人

・ SPコード講習会 講習会2回、勉強会18回 受講者 17人

｜成果等｜

講習会開催により、点訳者、手話通訳者、要約筆記者、音訳者及びガイドヘルパーの養成を図るととも

に、障害者についての理解を深めることができました。

イ委託

名 称 内 ，，τ占r・ 延べ利用
金額（円） 委 託 先 契約方法

人数（人）

障害者、障害児の保護者又は障害
15,600,000 社会福祉法人富士宮 随意契約

者等の介護を行う者などからの相 市社会福祉協議会

相談支援事業 談に応じ、必要な情報提供や権利
16,277 

擁護のために必要な援助を行う。
10,000,000 社会福祉法人富士厚生会 随意契約

Aロ、 言十 25,600,000 ＼＼＼  
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名 称 内 ~手才宅． 延べ利用
金額（円） 委 託 先 契約方法

人数（人）

19,426,800 
社会福祉法人富士宮市

随意契約

障害者等を通わせ、創作的活動又
社会福祉協議会

地域活動支援
は生産活動の機会の提供、社会 10,108 

4,836,140 社会福祉法人昭隆会 随意契約

センター事業
との交流の促進等の便宜を供与す 1,713,600 社会福祉法人富士厚生会 随意契約
る。 特定非営利活動

90,000 
法人ょっぱ 工 房

随意契約

ρ同、 計 26,066,540 ＼＼＼  

1,023,190 特定非営利活動法人ピアケア 随意契約

2,097,280 （却 り ふ れ随意契約

1,636,110 
社会福祉法人インクルふじ

随意契約
生活介護事業所でらーと

96,210 
社会福祉法人富士宮

随意契約
市社会福祉協議会

屋外での移動が困難な障害 個別 1,316 
U朝者等に対し、外出のための

240,280 な の 花 随意契約

移動支援事業 支援を行う。 91,850 側ニチイ学館 随意契約

72,640 
特定非営利活動法人ワー

随意契約
カーズコープ夢コープ

3,780 側 紳 ケ ア随意契約

1,968,010 合同会社ハンクス 随意契約

集団 8,035 5,540,400 社会福祉法人柿ノ木会 随意契約

ρ日、 計 12,769,750 一一一一一一ー ＼＼＼  

7,470,000 
社会福祉法人富士旭出学図

随意契約
理事長山川 忠洋

3,246,720 
社会福祉法人柿ノ木会

随意契約
理事長後藤弘

1,268,050 富 士 市 随意契約

10,324,620 社会福祉法人インクルふじ 随意契約

1,692,000 
特定非営利活動

随意契約
法人 ピアケア

512,400 
特定非営利活動

随意契約
法人 いずみ

障害者等の家族の就労支援及ぴ障
1,062,000 社会福祉法人誠信会 随意契約

害者等を日常的に介護している家 3,885,190 
特定非営利活動法人 i随意契約

日中 一 時 族の一時的な休息を目的として、 11,012 
富士宮市手をつなぐ育成会

支援事業 障害者等の日中における活動の場
29,700 側富士山ドりームピレyジ随意契約

を提供する。 427,500 側 り Jペミ ノレ ア 随意契約

170,820 
特定非営利活動法

随意契約
人すてつぶあっぷ

2,832,220 側ムジカオハナ 随意契約

23,940 
社会福祉法人ふじ

随意契約
の郷 ふじあざみ

特定非営利活動法人
159,300 障がい者生活自立・就労 随意契約

支援スクールふじのみや

29,700 社会福祉法人富士厚生会 随意契約

143,180 明） り ふ れ 随意契約

メ口泊、 音1・ 33,277,340 一一一一一一 ＼＼＼  

重度身体障害者に対する訪問入浴 2,886,939 
社会福祉法人

随意契約

訪問入浴 .による入浴サーピス
274 天竜厚生会

サービス事業 405,537 セシトケア中部側 随意契約

ρ同、 計’ 3,292,476 一一一一一一一 ＼＼＼  
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ウ 日常生活用具給付扶助費

身体障害者の日常生活を容易にするための用具費を支給しました。

日常生活用具給付 2,614,ftr 3,008万8,767円

6 遺家族等援護費

戦没者追悼式運営事業

日清・日露戦争から第二次世界大戦までに戦没した英霊の死を悼み、世界恒久平和を祈念する戦没者追悼

式を実施しました。

名 称 概 要 ｜金額（円）｜参列者数

富士宮市戦没者追悼式 8月15日の終戦の日に実施 I 574,460 ｜遺族 問入
場所市民文化会館大ホール ｜ ｜ 来資等 54人

※ 追悼式に先立ち、市内小中学生の「平和を想う作文コンクールJの表彰式を行いました（表彰式出席
者小中学生24人父母等46人）。

7 救済費

行旅病人等援助事業

行旅死亡人・病人、旅費欠者及び、生活困窮者の援護を行いました。

区 分

取 扱 人 数（人）

金 額

8 老人福祉施設費

長生園運営事業

（円）

行旅死亡人 行旅病人 旅費欠者

3 。 8 

63,612 。 4,000 

入居者が健康で安らかな生活を送ることができるよう施設運営に努めました。

(1）入居者の状況

生活困窮者

7 

197,224 

平成28年度末 平成 29 年度

ぷE為I 計

18 

264,836 

よぞ人数（人） 入所人数（人） 退所人数（人） 年度末人数（人） 年度末平均年齢年度末平均在所期間
男 28 5 5 28 74歳9):1 5年10用

女 22 2 2 22 81歳OJ.I 5年 5刃

合計 50 7 7 50 77歳6月 5年 8用

(2）措置費内訳 （単位 ：円）

事 務 費 生 i舌 費 ぷロ』 計

富 土 ，邑．“・
市｜ 94,924,580 30,504,795 125,429,375 

(3）指定管理者による管理

名 称 概 要 金額（円） 指定管理者

長生園管理運営業務 管理運営 125,429,375 社会福祉法人富士厚生会

(4）修繕

名 称 概 要 金額（円） 受注者 契約方法

長生国厨房床修繕 厨房床材の全面張り替え43rrf 874,800 宮鉄建設側 指名競争入札

-63-



区盟
長生園の、より効率的な管理運営、入所者へのサーピス向上を図るため、平成18年度から指定管理者制

度を導入しました。類似施設の運営実績がある法人が管理運営に当たることにより、入所者に対しきめ細

やかなサーピスを提供することができました。また、老朽化のため劣化が激しかった厨房の床の張り替え

により、衛生環境が良好に図られました。

9 国民年金事務費

(1）国民年金被保険者数 （単位：人）

項 目 男 女 ぷロ』 計

第 1号強制加入被保険者 7,262 6,615 13,877 

第 1号任意加入被保険者 50 62 112 

第 3 号 被 保 険 者 73 8,497 8,570 

iロ:,.. 言十 7,385 15,174 22,559 

(2）被保険者の異動状況及び適用状況

ア異動状況 （単位：人） イ 適用状況 （単位：人）

増 減

取得 4,735 聾失 5,261 

転入 533 転出 760 

合計 5,268 合計 6,021 

区分 学生 洩れ者 20歳 合計

対象者 503 487 434 1,424 

適用者 503 487 434 1,424 

適用率 100% 100% 100% 100% 

(3）保険料

免除等の状況 （単位：人）

第1号被保険者｜ 法定免除 ｜ 申請免除 ｜学生納付特例｜ 納付猶予 ｜免除者合計｜ 免除率

1s,s11 I 1,04a I 1,s1s I 1,4s2 I sos I 4,s1s I ss.2% 
※ 申請免除の内容（全額 ・3/4・半額・ 1/4免除）

(4）相談（届出等含む。）

国民年金に関する相談等受付

窓口（来訪） ｜ 電

（単位：件）

話 、、冒a，，．

《

》

回

む
一
含一
し
v

一
，，J
－
 

二
ω
メ
一

，，‘、
”
便一郵一

合計

15,042 12,106 2,846 

10 介護予防支援事業所運営費

介護予防支援事業所運営事業

地域包括支援センターが介護予防支援事業所の指定を受け、要支援者の自立支援のため介護予防支援計

画の作成業務の一部を居宅介護支援事業所に委託しました。

名 称｜概 要｜金額（円） ｜ 委託先

｜介護予防サ｝ピス計画｜ ｜社会福祉法人富士宮市社会
介護予防支援業務 ｜作成等 I 24,os1,200 ｜福祉協議会ほか61法人 随意契約

契約方法

1 1 臨時福祉給付金給付事業費

経済対策分臨時福祉給付金給付事業

平成26年4月からの消費税率8%への引上げの影響による低所得者への負担を緩和するための暫定的 ・臨

時的措置として、 1人1万5,000円を給付しました。
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委託

名 称、 概 要 金額（円） 委託先 契約方法

申請者への審査、支給等の業務処理を
経済対策分臨時福祉給付 行うためのシステム開発、他システム

7,538,400 』鮒フィールズ 随意契約金システム構築委託業務 からのデータ取り込み、申請期間中の
システム保守及び運用支援

区圏
5か月間の申請期間を設け1万8,603人に対し、合計2億7,904万5,000円を給付しました。

第2節児童福祉費

1 児童福祉総務費

(1）児童扶養手当支給事業

ひとり親家庭若しくは両親のいずれかに重度の障害がある世帯又はこれらの状況に準ずる世帯で児童

扶養手当法に該当する者に対し、児童扶養手当を支給しました。

支給世帯数及び支給額

支給世帯数 1,058世帯（平成29年度末現在）

支給総額 5億1,302万7,230円

(2）母子家庭等自立支援事業

母子家庭の母又は父子家庭の父の就業に有利な資格取得や能力開発に向けた取組を支援しました。

ア 自立支援教育訓練給付金

経理事務、ホ｝ムヘノレパーなど教育訓練給付金の対象となる講座を受講した母子家庭の母及ぴ父子家

庭の父に対して自立支援教育訓練給付金を支給

給付額 ：支給対象者が講座受講のために支払った教育訓練経費の6割相当額

（上限20万円、下限1万2,000円、受講終了後に申請に基づき給付）

支給人数 2人

支給総額 9万1,696円

イ 高等職業訓練促進給付金等

（内 資格取得のため 1年以上養成機関で修業した場合に生活費の負担軽減のため支給

（上限10万円／月）

支給人数 3人

支給総額 246万9,000円

（イ）修了支援給付金（上限5万円）

支給人数 1人

支給総額 2万5,000円

区週
訓練促進給付金等の支給により、就職の際に有利な保育士資格を取得。母子家庭の母の就業につながり

ました。

(3）児童遊園管理事業

子供の遊び場である児童遊園（73か所）の良好な環境を保つため、遊具の点検、修繕等を行い、その
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整備を図りました。

(4）放課後児童健全育成事業

ア委託

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了後等に小学

校の余裕教室等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図るため、地域の児

童クラブ育成会へ委託し、放課後児童健全育成事業を実施しました。

委託先黒田児童育成会、富丘児童育成会、 社会福祉法人泊寿会、野中東子どもBASE児童クラプ

育成会、ぷらどーむ児童クラプ育成会、ぷらど｝む第2児童クラブ育成会、ジュニアハウス児

童クラブ育成会、上野児童クラブ育成会、白糸学童育成会、吉美児童育成会、あおぞら児

童クラブ育成会、北山児童クラブ育成会、ひがし児童クラブ育成会、 21世紀児童クラブ育

成会、根北児童クラブ育成会、貴船児童クラプ育成会、上井出児童クラブ育成会、とがみ

えん児童クラブ育成会、なかよし西児童クラブ育成会、やまびこ児童クラブ育成会、ゅの

つ子児童クラブ育成会、たけの子児童クラブ育成会、山宮子ども育成会、富士山子どもBA

SE児童クラフ・育成会

委託金額 1億7,564万7,257円

児童数 1,106人

イ工事

名 称、 工種・概要 金額（円） 受注者 契約方法

平成29年度ひがし第 1・ 軽量鉄骨造2階建て 64,335,600 河原崎建設側
制限付き

第 2児童クラプ室建設工事 延床面積 265rrl 一般競争入札

平成 29年度吉美第 1 ・ 軽量鉄骨造2階建て 65,394,000 宮鉄建設側
制限付き

第 2児童クラプ室建設工事 延床面積 265rrl 一般競争入札

区亙
市内21小学校区中18小学校区に放課後児童クラブを設置し、児童の健全な育成を図りま した。

(5）児童保護措置事業

ア 児童養護施設等への入所

養護に欠けている児童、家庭環境に恵まれない児童、非行やその傾向にある児童、不登校の児童

等、児童が置かれている様々な環境や問題行動を改善して、その福祉を向上させるため、民生委員 ・

児童委員、主任児童委員、小・中学校、教育委員会等との密接な連携のもと家庭児童相談室での指導

を重ね、県富士児童相談所とともに措置などを実施しました。

施設入所児童数 （単位：人）

6 2 

里親

7 

児童養護施設｜児童自立支援施設

15 I 4 
院制
一3

知的障害児施設 ｜児童心理治療施設

イ 母子生活支援施設への入所

児童福祉法第23条に規定する母子生活支援施設を2世帯6人が利用しました。

(6）ファミリー ・サポート ・センター事業

乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者や主婦等を会員として、児童の預かりの援助を受
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けたい人 （委託会員）と当該援助を行いたい人（受託会員）との相互援助活動に関する連絡、調整を行

うことにより、地域における育児の相互援助活動を推進するとともに、多彩なニーズへの対応を図るた

め、直営でファミリー ・サポート・センター事業を実施しました。

登録会員数 749人（平成29年度末現在）

委託会員数 504人受託会員数 209人両方会員数 36人

活動実績 （単位：回）
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活動回数 188 1,027 99 1 18 87 5,306 I 6,726 

ファミリー・サポート・センター援助活動利用料助成

ひとり親の低所得世帯に対し、利用料の半額助成を実施しました。

対象者 6人 23万6,500円

(7）遺児福祉手当支給事業

交通事故等で両親を失った遺児に対して、 1人用額5,000円を支給しました。

対象人数 3人

支給額 8万円

(8) 子ども健全育成事業

ア あそびの教室

地域に暮らす子ども同士、親同士がともに集い、互いに交流を深めることを目的として、ボラン

テイアや体操講師、読書サポーターによる歌、紙芝居、工作、体操、わらべうたなどの遊び全般を実

施しました。

実施期間 平成29年4JH2日から平成30年3刃14日まで

毎週水曜日（夏 ・冬・春季に休みあり。祝日を除く。） （全43回）

実施場所大富士交流センター

対 象未就学児と付添いの方

参加人数子ども1,643人 ・大人1,532人（延べ人数）

イ おもちゃ病院

壊れたおもちゃを直すことで、物を大切にする心や工夫する喜びを子どもや保護者に伝え育てるこ

とを目的とし、ボランテイアグループ「ふじ山子どもおもちゃ痛院jの会員に依頼し実施しました。

実施日 平成29年4用16日から平成30年3JH8日までの毎用第3日曜日（全12回）

実施場所大富士交流センター

受付件数 105件

修理個数 172個

ウ 子ども演劇まつり

日頃、生の演劇にふれる機会の少ない子どもたちのために市内 3団体（劇団つくし・人形劇団おたふ

く・椿家人形劇場）による人形劇やす劇の公演を実施しました。

実施日 （合同公演）平成29年6月18日

（個別公演）平成29年6用24日、 7月1目、 7J3 9日
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実施場所 （合同公演）総合福祉会館

（個別公演）富士山環境交流プラザ、南部公民館、人穴小学校

観客数 （合同公演） 213人

（個別公演）延べ215人

エ秋の子どもまつり

子どもたちに創作活動や伝承遊びを始め、日頃なかなか接することの少ない遊びを提供し、楽しい

一日を過ごしてもらうために実施しました。

実施日平成29年10用29日

実施場所総合福祉会館

内 容演奏、各種クラフト、似顔絵、ふれあい動物園、ミニ新幹線、マジックバルーンなど

や、特設コーナーとして「おもちゃ病院Jを開設しました。

来場者約600人

2 児童手当費

児童手当支給事業

中学校修了前の子どもを養育している保護者を対象に手当を支給しました。

区分別延べ対象児童数及び支給額

区 分 延べ対象児童数（人） 支給額（円）

3歳未満児童手当 31,769 476,535,000 3歳未満

概

小学校修了前

要

15,000円／月
10,000円／月小学校修了前児童手当 121,792 1,293,305,000 

中学生児童手当 41,355 413,550,000 
小学校修了前第3子以降 15,000円／月

特 例 給 付

3 家庭児童相談員費

(1）家庭児童相談事業

中学生 10000円／月
8,235 41,175,000 特例給付 広000円／月

家庭における児童の適正な養護、家族関係の回復、不登校等の就学不適応児童への指導、障がい児等の

相談や指導等を行い、社会生活、家庭生活への順応と資質の向上に努めました。 （単位：件）

性格・生活習慣等｜知能・言語｜学校生活等 ｜ 非 行 ｜家族関係｜ 環 境 ｜心身障害 ｜ その他 ｜ 合 計

342 69 2,139 168 2,200 850 330 205 6,303 

(2）児童虐待相談の状況

児童虐待の通報等を受けた場合は、児童の安全確認を48時間以内に行い、虐待と疑われる場合は、県

富士児童相談所に通告するといった対応をとっています。

なお、平成29年度の新規虐待相談は54件です。

4 子ども医療助成費

(1）子ども医療費助成事業

中学校3年生修了までの医療費の軽減を図り、健やかな成長に寄与するため、医療費を助成しました。

自 68-



区分別給付件数及び助成額

区 分 対 象 者 給付件数（件） 助成額（円 ）
通 ｜境 0歳～中学校 3年生 231,155 293,630,011 
入 院 0競～中 学校 3年生 1,093 73,409,302 
Aロ、 言十

一一一一一一一一ー 232,248 367,039,313 

(2）未熟児養育医療給付事業

平成25年4月に県から権限移譲され、未熟児に対する養育に必要な医療の給付を行いました。

区 分 ｜ 交付認定（人） ｜ 給付件数（件） ｜ 給付額（円）
未熟児養育医療 I s2 I 100 I 10,261,6os 

5 母子家庭等医療助成費

母子家庭等医療費助成事業

ひとり親家庭若しくは両親のいずれかに重度の障害がある世帯文はこれらの状況に準ずる世帯で、 20歳未満

の者及びその養育者に医療費を助成しました（所得税が非課税の世・帯に限る。）。

母子家庭等医療費助成 1万4,085件 3,257万8,671円

6 心身障害児福祉費

(1）重症心身障害児童扶養手当支給事業

特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令（昭和50年政令第207号）別表第1の1級の項に規定す

る障害の状態にある20歳未満の者の父母又は養育者に対し、次のとおり手当を支給しました。

区 分 ｜ 月額（円） ｜ 延べ人数（人） ｜ 金額（円）

重症心身障害児童扶養手当 I s,soo I 1,2ss I 4,s1s.400 

(2）障害児支援事業

名 称 内 内句旬・

児童発達支援 未就学障害児に対する日常生活の基本動
作、知識技能の付与、集団生活適応訓練

放課後等デイサーピス 就学障害児の放課後又は休業日に、生活能
力向上hこ必要な訓練や交流促進を行う。

障害児相談支援給付費 障害児の通所サービスの利用計画（障害児
支援利用計画等）を作成

高額障害児通所給付費 利用者負担額の合計が、一定の基準額を超
えた場合に、超えた分の額を助成

やむを得ない 支援を必要とする者が、やむを得ない事由に

事由による措置 より、支援費の支給を受けることが著しく困
難であると認める場合に措置を行う。
A口、 計

7 療育支援センター費

(1）相談事業

延べ人数（人） 金額（円）

573 71,191,407 

4,995 426,818,183 

403 6,279,887 

3 28,783 

3 333,780 

5,977 504,652,040 

ことばの遅れ、多動等の発達について心配を抱えている幼児と保護者に対して、相談を実施しました。

新規相談

継続相談

発達の相談

96 

38 

ことばの相談

41 

13 

-69-

うごきの相談

16 

36 

療育の相談

17 

0 

（単位：人）

合計

170 

87 



(2）療育事業

早期療育として、集団指導及び個別指導を実施しました。

一一～～～～ー 実人員（人） 回数（回） 延べ人数（人）

集 団 112 354 1,166 

ことば 50 536 536 

個別 運 動 76 383 383 

その他 100 407 407 

(3）連携事業

関係機関と連携して、医師による相談会などの事業を実施しました。

名 称｜回数（回）｜人数（ 人 ）

医師相談 ｜ 4 l 7 

療育相談｜ 21 ｜（延） 106 

ホースセラピー 4 100 

保育園・幼稚園などの閤訪問（園支援）事業を実施しました。

国訪問（閣支援）

(4）研修事業

回数（回） ｜ 実人員（人） ｜延べ人数（人）

132 205 282 

関係機関（保育園、幼稚園及び事業所）の従事者を対象に研修会等を開催しました。

ア 療育支援に関する研修会

日 時 演 題 講 師 名 正';zi;』 場

6用10日 なぜ？どうする？
横浜国立大学

市 役 所
10:00～11:30 子供の育ちの理解 7 1 0会議室

6用10日 みんなで育ちあう
教育学部

市 役 所

13:30～15:30 ーよりよい理解と環境調整ー
後藤隆章先生

特大会議室

イ 療育支援講座（講座の講師は療育支援センター職員）

日 時 演 題

7刃28日 14:00～17:00 
療育支援センターの概要、あすなろ園の紹介、発達障害の
基礎知識

8月25日 14:30～17:00 言葉の発達とかかわり方、感覚を理解しながら考えよう

9用22日 14:30～17:00 感覚統合と遊び

10月20日 14:30～17:00 支援講座に参加して、保育を振り返るう

匡亙

参加者（人）

33 

116 

参加者（人）

35 

37 

35 

32 

療育支援センターでは、地域における療育の中核的な施設と して、相談から個別・集団による療育指導

を実施するほか、関係機関との連携強化を図り、早期発見 ・早期支援を働き掛けるため、幼稚園、保育園

等の従事者を対象にした研修の機会を設けるとともに、園訪問（園支援）を実施し、固からの相談にも対

応するなど、気になる子とその親、関係者の支援に努めました。

8 障害児通所施設費

あすなろ国運営事業

障害児通所施設富士宮市立あすなろ園において、未就学障害児に対して、集団生活を通じて、生活に必要

な習慣の獲得や、発達を促すための療育指導を行いました（定員30人、通所児童30人）。

9 児童保育費

(1）地域子育て支援センター運営事業

地域において子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点の設置を推進することにより、地域の子
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育て支援機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援することを目的

とし、直営及び委託により、地域子育て支援センター運営事業を実施しました。

直営西保育園、大宮保育園、富士根保育園

委託 野中保育関、外神あけぼの保育園、認定こども閤芝川リズム、富士宮市社会福祉協議会

ア委託金額 2,955万1,000円

イ 事業実績

利用者延べ4万3,843人

利用実績

開設日数（日） 延べ利用者（人）

相談

面接相談（件） 電話相談（件）

講座 サークJレ

回数（回） 述べ人数（人） 回数（回） 述べ人数（人）

富士根 240 9,892 509 8 48 1,470 37 273 

西 240 4,265 259 2 39 567 34 262 

大宮 242 6,560 650 3 47 1,220 43 487 

野中 228 3,685 188 3 61 526 23 468 

外神 218 3,378 88 。 59 658 61 641 

芝川 243 2,713 156 9 21 793 。 。
社協 243 13,350 1,752 10 39 1,645 45 533 

合計 1,654 43,843 3,602 35 314 6,879 243 2,664 

(2）施設型保育事業

ア 私立保育所運営費補助

私立保育所の運営の円滑化と児童の福祉を充実するため、次のとおり補助しました。

（単位：円）

区 分 金額 摘 要

民間保育所運営費 98,133,500 （県） 31,575,800 （市） 66,557,700 
」君己ェ

節内(7) 電

認、 可 保 育 所 分 97,708,100 （県） 31,575,800 （市） 66,132,300 

認可外保育所分 425,400 （県） 。 （市） 425,400 
イ 私立保育所施設整備費補助

私立保育所の運営の健全化を維持するため、また子ども・子育て支援新制度に移行するために必要

な施設整備等に対し、次のとおり補助しました。

民間保育所施設整備補助

社会福祉法人富士杉の子会（外神あけぼの保育園地域子育て支援センター建物改修事業に伴う元金償還金補助）

30万6,250円

認定こども国青木リズム（新制度に移行するために必要となる施設整備補助）

2億7,180万3,000円

ウ 私立保育所特別保育事業費補助

（ア）保育所地域活動事業

保育所の有する専門的機能を活用し、地域の需要に応じた幅広い活動を推進することにより、児

童福祉の向上を図りました。

（イ） 延長保育事業

延長保育の需要に対応するため、延長保育に取り組む保育所を支援し、児童福祉の増進を図りま

した。
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（ウ） 障害児保育事業

障害児の処遇向上を図るため、障害児保育を推進しました。

（エ） 一時預かり事業

緊急又は一時的な保育に対する需要に対応し、児童福祉の増進を図りました。

（オ）病後児保育事業

乳幼児及び児童の病気回復期を保育する病後児保育に取り組む保育所を支援し、児童福祉の増進

を図りました。

（単位 ：円）

事業名
保 育 所 地 域 活 動 事 業 延 障 一 保病

世 異 育 支育 童小 保育地 退 長 害 時

代 年 児 の学
需要域特性 所児童 保

児 預 育

齢
｝巴 援と 受校 保 か 後

間
児

仕
け低 へに と 育

育 り 事
交

講 事事 T" 且A
の応 の 事 事 事

施設名
交 両 入年

応対たじ 交流流 流 座 業立 れ児 業 業 業 業児

東 保 育 園 234,000 234,000 770,273 ー 358,600 ー

富丘保育園 234,000 234,000 234,000 ー 自 499,100 ー 26,400 

野中保育闘 234,000 234,000 234,000 ー 1,066,217 ー

外 神
234,000 234,000 ー 234,000 300,000 

あけぼの保育園

小泉保育園 234,000 234,000 517,200 ー

大中里保育図 234,000 234,000 ー ー 時 542,788 ー 19,800 

認定こども園
234,000 234,000 ー ー ー ー 915,400 556,600 2,414,000 

芝川 リ ズム

認定こども園
234,000 234,000 ー ー ー 自 535,300 889,680 8,850 

青木 リ ズム

認定こども闇
20,000 234,000 1,308,446 ー ー

ふじキンダー学園

認定こども園
ー ー ー ー ー ー 300,000 

りーチェノレ幼稚園

にこにこえん 270,610 ー ー

だんでらいおん 67,800 

愛育託児所 266,350 

エ施設型保育事業扶助費（受託児童を含む。）

保護者の委託を受けて保育の必要性のある乳幼児の保育を実施するため、私立保育所等に扶助費を

支払いました。

在園児数（平成29年度末現在） （単位：人）

0歳児
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合計

1,309 
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扶助費

施 設 名 金 額 （円）

東 保 育 国 158,367,900 

富 丘 保 育 園 112,057,850 

野 中 保 育 図 98,074,540 

外神あけぼの保育園 100,010,750 

泉 保 育 園 96,723,370 

大 中 里 保 宮同町 図 88,265,470 

認定こども国芝 Jllりズム 69,141,820 

認定こども園青木リズム 65,164,950 

認定こども闘ふじキングー学園 118,077,820 

認定こども園リーチェル幼稚園 56,094,450 

認定こども圏宮原学図 11,036,790 

オ他市委託保育扶助

保護者が市外へ勤務する等家庭の事情による乳幼児の保育を富士市等に委託しました。

委託保育所数富士市杉の木保育園ほか32圏

委託延べ人数 610人

カ 受託児童保育扶助

富士宮市以外の住民が富士宮市へ勤務する等家庭の事’情による乳幼児の保育を受託しました。

受託保育所数富士根保育図ほか18閤

受託延べ人数 815人

(3）地域型保育事業

ア 地域型保育事業扶助費（受託児童を含む。）

保護者の委託を受けて保育の必要性のある乳幼児の保育を実施するため、小規模保育所に扶助費を

支払いました。

在園児数（平成29年度末現在〉 （単位：人）

側
一部

l歳児

47 一町一“
鮒
一
m

扶助費

施 設 名 分 類 金 額 （円）

た ん If Lま 国 小規模保育A型 33,167,320 

ノf ロ ツ ト 小規模保育A型 25,499,900 
、．． 、，

えん 小規模保育A型 36,967,220 、ー・ 、ー

だんでらいおん 小規模保育A型 27,254,710 

ぷくぷく保育室 小規模保育A型 30,581,090 

愛 育 i-c 児 所 小規模保育B型 27,289,900 

プティット富士宮ルーム 小規模保育B型 25,814,770 

私立宮原学園さくら組 小規模保育B型 23,130,240 

イ 他市委託保育扶助

市外の地域型保育事業を実施する閣に乳幼児の保育を委託しました。

委託地域型保育所数富士市 保育所ちひ‘っこハウス富士松本園ほか1園

委託延べ人数 82人
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10 保育所費

(1）保育所運営事業

市立保育園では、保護者の委託を受け、保育の必要性のある乳幼児の保育を実施しました。また、特

別保育事業を実施し、健全な児童の育成と、保護者の利使を図りました。

在園児数（平成29年度末現在） （単位：人）
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特別保育事業

ア延長保育事業

l歳児

大宮保育園、粟倉保育園、明星保育園、大富士保育園、大岩明倫保育園、富士根保育園及び西保

育園で延長保育（標準時間）を実施し、市立13園で延長保育（短時間）を実施しました。

延べ利用児童数 1,477人利用延日数 5,785日 穣働日数 293日

［齢の…間午前7時00分～午後6時0引
延長保育（標準時間） 午後6時00分～午後6時30分｜

延長保育（短時間） 午前7時00分～午前8時30分 ｜
午後4時30分～午後6時30分 j

イ 一時預かり事業

緊急又は一時的な保育に対応するため、市立13園で一時預かり事業を実施し、児童福祉の増進と

保護者の心理的負担の軽減を図りました。

延べ利用人数 532人 延べ利用日数 2,028日

ウ 病後児保育事業

大宮保育園では、病気回復期の乳幼児及び児童を保育する病後児保育を実施しました。

延べ利用人数 23人 延べ利用日数 55日

(2）市立保育関長寿命化改修工事

ア山宮保育園

名称 ｜ 工種・概要
防水工事 ｜ 陸屋根防水工事

金額（円）

24,672,600 

受注者

側高岡塗装

契約方法

公募型指名競争入札

イ 北山保育園

名称 ｜ 工積・概要
防水工事 ｜ 陸屋根防水工事

金額（円）

21,060,000 

受注者

側高岡塗装

契約方法

公募型指名競争入札

ウ柚野保育園

名称 ｜ 工種・概要
防水工事 ｜ 陸屋根防水工事

金額（円）

19,969,200 一装

者
一
塗

注
一間

受
一高一側

契約方法

公募型指名競争入札

第3節 生活保護費

生活保護総務費

生活保護事業

平成29年度における生活保護相談件数は113件で、そのうち、生活保護の開始は79件、廃止は59件でした。

その結果、年度末現在の保護世帯数は503世帯、 618人となりました。その開始理由は、世帯主の傷病及び預

貯金の減少が主なものでした。
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生活保護世帯については、民生委員児童委員等の協力を得て、個々の実態に即した自立更生のための指導

に努めました。

なお、生活保護世帯は、類型別区分においては高齢者世帯が全体の54.21パーセントと最も多く、また、

全体の83.04パーセントが単身者世帯であり、依然として大きな割合を占めています。

扶助費の周平均の支給額は、 1世帯当たり17万6,497円、 1人当たり14万3,506円となっています。

1生活保護世帯類型別状況（年間延べ世帯数）

障害者・傷病者 高 齢 者 母 子 そ の 他 メロ斗 前－
区 分

世帯数 比率〈%） 世帯数 比率（%） 世帯数 比率（%） 世帯数 比率（%） 世帯数 比率（%）

2人以上 274 4.64 322 5.45 261 4.42 145 2.45 1,002 16.96 

単身 1,642 27.80 2,880 48.76 ＼＼＼  ＼＼＼  383 6.48 4,905 83.04 

合計 1,916 32.44 3,202 54.21 261 4.42 528 8.93 5,907 100.00 

2 生活保護扶助費別実施状況

年間延べ 年間延べ 支給金額
支給総額に 1 世 帯

1入居平均
区 分

世 帯 数 人数（人） （円）
対 す る 用 平 均

支給額（円）
割合（%） 支給額（円）

生活扶助 4,847 5,987 277,159,483 26.59 57,182 46,294 

住宅扶助 4,518 5,600 143,650,899 13.78 31,795 25,652 

教育扶助 235 325 3,782,883 0.36 16,097 11,640 

介護扶助 1,541 1,579 48,686,533 4.67 31,594 30,834 

医療扶助 5,623 6,805 555,206,232 53.25 98,738 81,588 

出産扶助 。 。 。 0.00 一
生業扶助 109 111 1,914,491 0.18 17,564 17,248 

葬祭扶助 14 14 1,702,954 0.16 121,640 121,640 

施設事務費 58 58 10,444,363 1.00 180,075 180,075 

就労自立給付金 1 1 21,486 0.01 21,486 21,486 

ρ口、 言十 16,946 20,480 1,042,569,324 100.00 ＼＼＼＼  ＼＼＼＼  
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